
津
波
被
害
や
放
射
能
汚

染
に
よ
っ
て
農
地
を
離
れ

ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
福

島
県
の
米
農
家
の
青
年
が

「
俺
は
農
業
が
好
き
だ
。

誇
り
を
持
っ
て
農
業
を
続

け
た
い
」
と
訴
え
た
こ
と

が
胸
に
迫
り
ま
す
。

厳
し
い
現
実
に
立
ち
向

か
う
担
い
手
を
応
援
す
る

の
が
、
本
来
の
国
の
責
任

で
す
。

し
か
し
、
安
倍
内
閣
は

公
約
を
破
り
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環

太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

参
加
を
表
明
し
、
後
継
者

の
希
望
を
奪
お
う
と
し
て

い
ま
す
。

関
税
ゼ
ロ
が
原
則
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
参
加
す
れ
ば
、
農

業
生
産
額
を
半
減
さ
せ
、

今
で
さ
え

％
と
低
い
食

39

料
自
給
率
を
さ
ら
に
引
き

下
げ
ま
す
。

世
界
で
は
、
飢
餓
を
な

く
そ
う
と
食
料
増
産
を
呼

び
か
け
て
い
る
時
に
、
日

本
は
、
農
業
を
つ
ぶ
し
地

域
経
済
を
崩
壊
さ
せ
、
食

料
を
外
国
に
委
ね
て
し
ま

う
。
こ
ん
な
国
に
し
て
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
断
固
撤
回

を
求
め
て
い
き
ま
す
。

家
族
経
営
で
も
大
規
模

経
営
で
も
成
り
立
つ
農
業

政
策
を
進
め
ま
す
。

原
発
の
新
規
制
基
準
が

８
日
か
ら
施
行
さ
れ
、
電

力
４
社
は
そ
ろ
っ
て
再
稼

働
さ
せ
る
た
め
に
申
請
し

ま
し
た
。
と
ん
で
も
な
い

こ
と
で
す
。

福
島
第
１
原
発
の
３
号

機
付
近
は
、
放
射
線
量
が

毎
時
１
０
０
０
マ
イ
ク
ロ

シ
ー
ベ
ル
ト
あ
り
、
誰
も

近
づ
け
ま
せ
ん
。

大
量
の
汚
染
水
の
処
理

も
決
ま
っ
て
い
な
い
。
そ

れ
な
の
に
、
ど
う
し
て
再

稼
働
が
で
き
る
で
し
ょ
う

か
。最

優
先
に
や
る
べ
き
は
、

収
束
宣
言
を
撤
回
し
、
国

と
東
電
の
責
任
で
、
除
染
、

賠
償
、
廃
炉
を
行
う
こ
と

で
す
。

全
国
に
広
が
っ
た
再
稼

働
反
対
の
世
論
と
運
動
が
、

再
稼
働
を
押
し
と
ど
め
て

き
ま
し
た
。

原
発
マ
ネ
ー
に
汚
染
さ

れ
て
い
な
い
日
本
共
産
党

が
伸
び
る
こ
と
が
、
原
発

ゼ
ロ
に
踏
み
出
す
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。

か
ら
災
害
対
策
本
部
に
移

行
し
、
長
沼
と
三
和
地
区

の
消
防
団
（
水
防
団
）
に

要
請
を
発
し
ま
し
た
。

京
田
川
は

時
に
三
和

13

地
内
で
河
川
水
位
が
３
・

㍍
と
、
は
ん
濫
危
険
水

42位
（
３
・

㍍
）
を
越
え
、

30

時
に
３
・

㍍
と
同
日

14

56

の
最
高
水
位
と
な
り
、
14

時

分
に
京
田
川
長
沼
堰

40
水
門
を
閉
鎖
。
そ
の
後
16

時
に
は
三
和
地
内
で
河
川

水
位
が
３
・

㍍
と
下
が

44

り
ま
し
た
。

藤
島
川
は

時
に
藤
島

15

地
内
で
３
・

㍍
と
避
難

45

判
断
水
位
３
・

㍍
近
く

50

と
な
り
、

時
に
３
・

16

59

㍍
と
同
日
の
最
高
水
位
と

な
り
、
は
ん
濫
危
険
水
位

４
・

㍍
に
迫
り
ま
し
た

20

が
、

時
に
３
・

㍍
と

17

40

下
が
り
ま
し
た
。

時
に
は
京
田
川
が
三

18
和
地
内
で
２
・

㍍
、
藤

92

島
川
が
藤
島
地
内
で
３
・

㍍
と
下
が
っ
た
こ
と
か

10ら
、
災
害
対
策
本
部
か
ら

警
戒
体
制
へ
移
行
し
、
三

和
地
区
の
現
地
本
部
を
解

散
。

時

分
に
は
長
沼

18

35

地
区
の
現
地
本
部
を
解
散

し
ま
し
た
。

長
沼
の
冠
水
対
策

長
沼
地
域
の
冠
水
対
策

事
業
は
、
東
部
建
設
事
務

室
に
よ
る
と
、
鶴
岡
市
が

平
成

年
度
に
東
北
農
政

24

局
か
ら
排
水
ポ
ン
プ
を
５

台
借
用
し
、
宮
東
橋
フ
ラ

ッ
プ
ゲ
ー
ト
付
近
な
ど
計

５
箇
所
に
設
置
し
て
非
常

時
に
備
え
、
西
小
路
排
水

区
と
農
協
倉
庫
裏
排
水
区

の
２
箇
所
の
冠
水
対
策
工

事
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

西
小
路
排
水
区
で
は
藤

島
川
へ
の
新
た
な
放
流
水

路
の
整
備
、
農
協
倉
庫
裏

排
水
区
で
は
既
存
の
水
路

断
面
の
拡
大
を
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。

県
が
京
田
川
へ
の
排

水
計
画

一
方
、
県
で
も
京
田
川

へ
の
排
水
施
設
整
備
の
計

画
が
あ
り
、
農
村
災
害
対

策
事
業
で
、
鶴
岡
市
・
酒

田
市
・
三
川
町
の
京
田
川

地
区
に
お
い
て
、
平
成
24

年
度
か
ら
２
ヵ
年
計
画
で
、

水
路
改
修
や
排
水
機
場
新

設
計
画
の
調
査
を
お
こ
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
が
終
了
す
る

と
、
平
成

年
度
に
事
業

26

採
択
と
な
り
、
そ
の
後
６

～
７
年
く
ら
い
か
け
て
工

事
を
お
こ
な
う
計
画
と
の

こ
と
で
す
。

市
は
秋
以
降
に
調
査

長
沼
地
区
に
は
集
落
側

に
藤
島
川
、
圃
場
側
に
京

田
川
が
流
れ
て
お
り
、
鶴

岡
市
の
計
画
は
、
藤
島
川

に
排
水
ル
ー
ト
の
整
備
を

考
え
て
い
る
と
の
こ
と
。

県
の
排
水
計
画
は
、
圃

場
だ
け
で
な
く
長
沼
集
落

内
も
含
め
て
京
田
川
へ
排

水
す
る
ル
ー
ト
も
選
択
肢

と
し
て
検
討
し
て
い
る
の

で
、
県
の
調
査
が
今
年
の

秋
ご
ろ
ま
で
は
方
向
性
が

ま
と
ま
る
と
聞
い
て
お
り
、

そ
の
結
果
を
み
て
市
は
今

年
度
の
秋
以
降
に
調
査
に

入
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。
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7月 20人 17,100円
6月 40人 45,500円

８
日
の
集
中
豪
雨

藤
島
庁
舎
が
災
害
対
策
本
部

京田川（三和地内）８日14時30分頃

藤島川（長沼上新田地内）８日14時20分頃

訴える比例の

紙智子候補

８
日
午
前
中
の
集
中
豪

雨
に
よ
り
、
藤
島
庁
舎
で

は

時

分
に
警
戒
体
制

12

50



鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方

面
隊
（
富
樫
正
明
・
方
面

隊
長
）
の
消
防
操
法
大
会

が
７
日
、
藤
島
体
育
館
駐

車
場
で
お
こ
な
わ
れ
、
小

型
ポ
ン
プ

班
が
出
場
し

17

ま
し
た
。

梅
雨
の
季
節
で
雨
天
が

心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
午

後
１
時
に
開
会
し
、
５
時

終
了
ま
で
雨
に
降
ら
れ
ず
、

出
場
団
員
は
こ
れ
ま
で
連

日
訓
練
を
重
ね
て
き
た
消

防
操
法
の
技
を
競
い
合
い

ま
し
た
。

成
績
は
八
色
木
上
区
が

優
勝
し
、
市
消
防
団
の
伊

藤
俊
昭
団
長
か
ら
表
彰
を

受
け
ま
し
た
。

優
勝
班
は
８
月
４
日
に

お
こ
な
わ
れ
る
庄
内
大
会

（
県
消
防
学
校
・
三
川
町
）

に
出
場
し
ま
す
（
写
真
上

・
２
位
の
谷
地
興
屋
、
下

・
優
勝
の
八
色
木
上
区
）。

ど
の
記
事
を
紹
介
し
て
い

る
。Ｎ

さ
ん
は
『
週
刊
朝
日
』

の
コ
ピ
ー
も
届
け
て
く
れ

た
。
嬉
し
か
っ
た
な
。
そ

れ
に
よ
る
と
、『「
が
ん
ば

れ
共
産
党
」
意
外
な
“
応

援
団
”』
の
見
出
。
野
中
広

務
、
古
賀
誠
、
香
山
リ
カ

（
立
教
大
教
授
）、
内
田
樹

（
神
戸
女
学
院
大
名
誉
教

授
）
氏
ら
の
写
真
、「
意
外

な
応
援
団
」
の
方
々
で
あ

る
。
野
中
さ
ん
は
「
政
治

の
最
大
の
役
割
は
戦
争
を

し
な
い
こ
と
」、
香
山
さ
ん

は
「
護
憲
や
脱
原
発
な
ど

私
の
考
え
方
と
共
通
す
る

問
題
に
つ
い
て
は
、
取
材

を
受
け
る
」、
共
産
党
は
綱

領
が
あ
り
目
標
も
明
確
、

実
現
不
可
能
な
夢
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
の
筋
を
通

す
政
党
、
こ
れ
が
支
持
を

受
け
た
と
す
る
内
田
さ
ん

の
評
価
。

『
サ
ン
デ
ー
毎
日
』
は

「
ダ
メ
野
党
の
中
、
唯
一

気
を
吐
く
」
共
産
党
と
書

き
、『
週
刊
ポ
ス
ト
』
は
、

「
自
民
が
恐
れ
る
調
査
・

追
求
能
力
」
と
し
、「
共
産

党
が
多
少
議
席
を
増
や
し

て
も
政
治
は
変
わ
ら
な
い
」

と
い
う
考
え
は
大
間
違
い
、

共
産
党
の

議
席
は
民
主

10

や
第
３
極
の
戦
わ
な
い
野

党
の
数
十
議
席
と
は
破
壊

力
が
違
う
と
ズ
バ
リ
。
こ

の
勢
い
を
参
院
選
で
も
と

お
願
い
し
た
い
。

キ
レ
イ
な
和
服
を
尺
八
衆

の
紋
付
き
袴
が
後
か
ら
囲

む
型
に
す
る
の
だ
が
、
舞

台
万
杯
と
い
う
と
こ
ろ
。

音
出
し
は
明
日
に
し
て
前

夜
祭
へ
。

▼
市
長
さ
ん
と
市
の
文
化

協
会
会
長
さ
ん
の
歓
迎
の

挨
拶
を
い
た
だ
い
て
乾
杯

で
交
流
に
入
っ
た
が
、
翌

日
の
本
番
を
考
え
て
飲
む

方
は
控
え
目
（
？
）
で
し

た
。

▼
さ
て
１
３
０
人
程
の
音

合
わ
せ
に
な
る
の
だ
が
、

数
本
の
調
律
が
あ
る
。

60１
本
が

弦
だ
か
ら
こ
の

13

音
を
揃
え
る
だ
け
で
一
仕

事
と
い
う
と
こ
ろ
。
こ
れ

が
で
き
て
本
当
の
音
合
わ

せ
だ
。

▼
万
を
持
し
た
百
八
勢
。

「
六
段
調
」
だ
か
ら
ダ
ン

ダ
ン
早
く
な
る
の
だ
が
、

箏
よ
り
早
く
な
る
と
何
回

か
ダ
メ
が
入
る
が
、
開
演

の
１
番
目
が
成
功
だ
か
ら

終
演
ま
で

番
、
そ
れ
ぞ

12

れ
満
足
な
で
き
ば
え
だ
。

▼
次
回
が
ど
こ
で
あ
る
に

し
て
も
課
題
は
伝
統
芸
能

で
あ
る
こ
れ
ら
、
鶴
岡
地

区
で
も
前
回
と
同
じ
顔
だ
。

新
し
い
人
を
ど
う
す
る
か
、

な
の
だ
が
。（
石
川
）

民
報
読
者
Ｎ
さ
ん
が
喜
び
の
電
話
と
コ
ピ
ー

都
議
選
で
共
産
党
倍
増
に
週
刊
誌
注
目

「
共
産
党
が
多
少
議
席
を
増
や
し
て
も
政
治

は
変
わ
ら
な
い
は
大
き
な
間
違
」
「
ダ
メ
野

党
の
中
、
唯
一
気
を
吐
く
」

―
「
し
ん
ぶ
ん
赤
旗
」
を
読
ん
で

青
山

崇

三
曲
演
奏
会
の
こ
と

第
６
回
山
形
県
三
曲
演

奏
会
が
６
月

日
、
長
井

30

市
文
化
会
館
で
開
か
れ

た
。
２
年
に
１
回
開
か
れ

る
も
の
で
、
前
回
の
当
番

は
鶴
岡
市
で
あ
っ
た
。
こ

の
会
に
私
は
第
３
回
の
酒

田
会
場
か
ら
参
加
さ
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
。

▼
三
曲
と
は
箏
・
三
弦
・

そ
う

尺
八
の
こ
と
で
、
県
内
の

愛
好
者
が
一
堂
に
会
す
る

も
の
。
鶴
岡
か
ら
は
大
型

バ
ス
１
台
で
参
加
し
た
。

▼
前
日
の
午
後
は
リ
ハ
ー

サ
ル
だ
。
リ
ハ
ー
サ
ル
だ

か
ら
音
を
出
す
練
習
な
の

だ
が
、
も
っ
と
大
事
な
こ

と
は
楽
器
（
箏
）
の
配
置

と
出
し
入
れ
で
あ
る
。

▼
曲
目
、
出
番
に
よ
っ
て

ど
こ
に
置
く
か
。
こ
れ
が

ど
れ
位
ス
ピ
ー
デ
ー
に
で

き
る
か
が
、
ス
ム
ー
ズ
な

運
営
に
関
わ
っ
て
く
る
。

数
人
の
若
い
衆
が
汗
を

10拭
き
な
が
ら
の
練
習
だ
。

▼
そ
ん
な
最
後
は
、
箏
が

数
本
で
１
３
０
人
ほ
ど

60の
合
奏
だ
か
ら
並
べ
る
だ

け
で
時
間
一
杯
な
の
だ
。

Ｎ
さ
ん
か
ら

日
早
朝
、

24

「
倍
増
よ
か
っ
た
ね
」
と

祝
い
の
電
話
が
あ
っ
た
。

し
ん
ぶ
ん
赤
旗
７
月
３
日

付
は
「
躍
進
の
秘
密
は
？

週
刊
誌
注
目
」
を
掲
載
、

『
週
刊
朝
日
』『
サ
ン
デ
ー

毎
日
』『
週
刊
ポ
ス
ト
』
な

鶴
岡
市
消
防
団
藤
島
方
面
隊
の
操
法
大
会

八
色
木
上
区
が
優
勝

週刊朝日7月12日号

「
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
藤
島
大
会
」

が
６
月

日
、
藤
島
公
民
館
で
開

30

か
れ
ま
し
た
。(

写
真:

カ
モ
シ
カ

ク
ラ
ブ
の
ス
ト
ッ
プ
の
約
束)

消防操法大会の成績

（7/7藤島方面隊）

第１位 八色木上区

第２位 谷地興屋

第３位 添川１班

第４位 和名川砂塚

第５位 十文字
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